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【はじめに】 
 名古屋市南方にある知多半島には，鮮新世の淡水域に堆積した常滑層群が露出している．常滑層群は

下位より豊丘累層，河和累層，布土累層に区分され，基底部の砂礫層と主体部の砂層・泥層の互層から

なり，特徴ある 12の火山灰層がはさまれている（牧野内，1975；吉田ほか，1986）．それらの火山灰層
のうち，坂井火山灰層，大谷火山灰層，佐布里火山灰層は近畿・中部日本において広域対比されること

が近年明らかになった（里口，1999；田村ほか，2005など）．このように，常滑層群は鮮新世の環境変
遷を探っていくうえで同一時間面を提供する重要な地層である．しかし，古生物学的な研究はほとんど

なされていない．そこで，本研究では，花粉化石群集を明らかにし，古気候に関する考察を行った．さ

らに，火山灰層が対比されている氷見層群の花粉化石群集（Wang et al., 2001）と比較した． 
【試料と方法】 
 牧野内（1975）による常滑層群の柱状図・地質図を参考に，火山灰層を鍵層として野外調査を行い，
35試料を採取した．そして試料を薬品処理（乾燥→粉砕→KOH 処理→HF処理→氷酢酸処理→アセト
リシス処理→重液による比重分類→封入）することによって，花粉化石を濃集し，光学顕微鏡を用いて，

1試料につき 200個以上の花粉化石を同定した． 
【結果と考察】 
 35試料のうち 26試料から考察に十分な花粉化石を得た．今のところ 39分類群の花粉化石を同定し
ている．全体としては Fagus，Quercus（落葉型）， Liquidambarが多くの試料において優占していた．
また， Taxodiaceae，Pinus，Persicaria，Poaceaeなども多くの試料で産出がみられた．そして，気
候変化を探るために，高率に産出し，かつ産出率が顕著に変化する Liquidambarに着目してⅠ，Ⅱ，
Ⅲの花粉帯に区分した．すなわち，Liquidambarの産出率の低い花粉帯ⅠとⅢ，産出率の高い花粉帯Ⅱ
である．花粉帯Ⅱはさらに 3つに細分され，中位の花粉帯Ⅱbは Liquidambarの産出率のピークにあ
たり，約 30％に達する．花粉帯ⅠとⅡの境界は古布火山灰層と河和山火山灰層の間，花粉帯ⅡとⅢの境
界は古場火山灰層付近に位置する．ここで着目した Liquidambarは，亜熱帯～暖温帯に主として分布
し，その産出率の増減は気候変動を示している可能性が高く，花粉帯Ⅱが温暖期を示し，Liquidambar
の産出率がピークに達する花粉帯Ⅱb は常滑層群堆積期においてもっとも温暖な時期であったであろう． 
坂井火山灰層は花粉帯Ⅱbに，大谷火山灰層は花粉帯Ⅱcに，佐布里火山灰層は花粉帯Ⅲにそれぞれ
含まれる．すなわち，坂井および大谷火山灰層は温暖期に堆積したもので，佐布里火山灰層は温暖期の

終息直後に堆積したと考えられる．坂井，大谷，佐布里火山灰層にそれぞれ対比されている Ao2，PM，
YT3火山灰層をはさむ富山県の氷見層群阿尾層～薮田層の花粉化石群集においても，同様な
Liquidambarの産出率の増減が認められる．したがって，花粉帯Ⅱに含まれる坂井火山灰層，大谷火山
灰層およびそれらに対比される火山灰層は鮮新世における温暖期の指標となる火山灰層である可能性

が高い． 
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